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この上に立ち

本日の議題
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従来
都市マス

着実な基盤整備により、一定のまちの基盤を培ってきた

第１回
策定協議会

改定方針、社会潮流
都市づくりの課題等を
踏まえてのご意見

改定方針

潮流・課題の
再認識

課題と併せて
議論

様々な方法で
意向を把握

市民等の
意見

地域意見交換
団体ヒアリング
ブレスト会議
市民アンケートetc ...

藤沢市都市マスタープランの改定骨格検討

社会潮流

都市づくり
の課題

急速で多様な変化

少子超高齢社会に伴う
様々な課題が顕在化

議事（１） 議事（２）

議事（３）

改定におけるテーマ：「ひと」を中心に「まち」をみる
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課題項目 意見 考え方

全般

ビジョンがこれから作られるマスタープランの
ことを指しているとすると「共感」の印象が上
からに感じ、違和感がある。

⚫ 改定検討にあたっては共感が得られる
よう取り組みますが、改定方針のテー
マとした「共感」の表現方法は違和感
を感じさせないよう工夫していきたい。

「共感」は内容だけでなく、形式やその存在そ
のものがどう有るべきかについて、明確な方針
や哲学を持つのがよい。

課題からだけではなく、未来に向けた目標から
のバックキャスティングを検討。

⚫ 社会潮流の変化や本市の特性、市民の
意向等も踏まえつつ、本市がめざすあ
り方を整理しながら検討したい。

隣接市の用途地域や都市計画マスタープランの
将来図と重ね、都市基盤や土地利用、都市計画
の整合性を整理したほうがよい。

⚫ 隣接市の都市マス将来図や都市計画等
を確認の上、検討したい。

都-1．土地建物ストック
活用、保全及び誘導

相鉄の新しいモールへのアクセス等連携につい
て、上手く活用されるとよい。

⚫ ご意見や上記の隣接市の関係に関する
意見と合わせて検討したい。

建物や地区における脱炭素化にもふれることが
重要。

⚫ 脱炭素社会を前提とした中で都市マス
での取り扱いを検討したい。

技術の進歩に伴い、役割を終えるもの・新たな
価値が生まれるものがある。モビリティ分野で
も沿道土地利用としてディーラーの在り方が変
化する可能性があり、郊外の藤沢ならではの新
たな価値創出ができると面白い。

⚫ 技術革新により変化する社会に対して、
想定できるもの、想定できないことに
対する余白の残し方なども含め都市マ
スでの対応を検討したい。

住工混在箇所で、住民の苦情により工場が拡張
できず転出するケースもあり、事業のしやすい
まちづくりをしてほしい。

⚫ 産業の維持・充実に向けた土地利用の
あり方についても整理しながら検討し
たい。
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課題項目 意見 考え方

都-２．都市のレジリエン
スの確保（防災・減災・
復興事前準備）

立地適正化計画で災害リスクから居住誘導区域
外とした区域の将来像は都市マスで担保をして
いくべき。

⚫ ご意見の趣旨を踏まえ現行都市マスの
テーマのひとつである「④災害に強く
安全な都市づくり」を中心に広く検討
したい。

「防災への投資が未来につながる」ことと「日
常のまちの向上が防災力の向上につながる」よ
うな両立を。

復興の事前準備について、被災後だからこそで
きる市街地整備の将来像を描くべき。

都-3．外出したくなる都
市基盤と移動手段の確保

交通網、道路のあり方は、自動運転技術の進展
を先取りした議論が重要。

⚫ 分野別計画である都市交通計画で方向
性を示しているものもあるが、本計画
ではその先を見据えた方針や視点につ
いて検討したい。

小型モビリティのネットワークを充実し長距離
移動できる都市構造の検討を。

バスの乗り継ぎが色々できて、目的地に向かえ
るとよい。海外の１時間以内定額運賃は外出し
やすい。

地域レベルのモビリティの充実を。

都-4．都市の活力低下へ
対応

湘南台駅は、駐車場不足や商業が弱いなどの現
状がある。利便性追求だけでなく、文化施設の
整備など、地に足を付けた検討がよい。

⚫ 都市拠点の役割などを整理し、検討し
たい。

稼げない都市にならないよう産業基盤について
も議論が必要。

⚫ 産業基盤の維持・充実は今後とも重要
であり、今後の在り方についても検討
したい。
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課題項目 意見 考え方
都-5．自然環境・自然ス
トックの減少・適切な維
持管理

緑の基本計画の改定との連携はあるのか。
⚫ 担当部局と連携しつつ対応方針（グ

リーンインフラ等）を調整したい。

地-1．市民の健康や健や
かな成長を支える環境の
確保

細い道路は子供が遊べるメリットもあり、便利
さが必ずしもよいわけではない。

⚫ 地域のまちづくりのあり方についてご
意見も踏まえて検討したい。

土地・建物の土や緑による被覆について考える
ことが重要。

⚫ グリーンインフラの概念と合わせ整理
し検討したい。

事業所の緑化率の負担が大きい。公共や住民の
緑化への働きかけがきになる。

⚫ 上記とも関連し、市街地全体の緑化の
あり方も考慮して検討したい。

地-2．活力あるコミュニ
ティと活動の場や居場所
の確保

市内に増えている外国人を取り込む多様性の視
点が重要。

⚫ インクルーシブなまちのあり方を検討
したい。

地-3．地域の資源（財
産）の発掘と有効活用

活力あるコミュニティと活動の場について、コ
ンサートホールや市民の集える大きな図書館等
を考えてほしい。

⚫ 場づくりと地域資源の活用について方
向性を検討したい。

コミュニティの活力については、自治会だけで
なく商店街も含めて検討を。

⚫ 地域のまちづくりと併せて検討したい。

実-2．企業によるまちづ
くりの動きや各種の技術
革新等への対応

学生にとって、市内にどういう働き口があるの
かがわからない。産業の魅力を観光資源と絡め
るのも1つの手。

⚫ 本市の魅力の発信について他部局とも
連携したい。

Society 5.0のデジタルデータによるサービス
と課題について、市民等への情報提供と何が足
りないのか、どういう結びつけがいるのかを示
すことが必要。

⚫ データ編に現状・課題を追加する。
⚫ 都市DX、オープンデータ化の取組を

ベースとした今後のまちづくり発信に
ついて検討したい。 5
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２ 市民等の意見について



２．市民等の意見について

（１）市民等の意見の把握について
・郷土づくり推進会議
・団体ヒアリング
・ブレスト会議
・市民アンケート
・そのほか

（２）市民等の意見を踏まえた前提の整理



（１）市民等の意見の把握について
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団体ヒアリング
（令和6年度）

【ねらい】
① 活動内容や活動推進上の課題の把握
② 今後展開したい活動、まちづくりへのア

イデアの把握まちづくりに関連する各分野毎の市民活動
団体、企業を対象にしたヒアリング

ブレスト会議
（令和6年度）

団体等及び公募市民による
ワークショップ型の会議

市民アンケート
（令和6年度）

地域、年齢別のバランスを考慮した市民を
対象にしたアンケート調査

郷土づくり推進会議
（令和5年度・６年度）

【ねらい】
① 地区の課題の抽出
② 地域のまちづくりの方向性や取り組むべき

事項の把握意見交換会の開催

そのほか
（令和5年度・6年度）

その他、各種からの意見
＜例＞ 子ども・若者が感じるまちへの意見

【ねらい】
① 市民等が共有できる将来（ビジョン）検

討のためのキーワードを抽出
② 市民等が期待する取組のイメージを抽出

【ねらい】
① 市民の暮らしの実態と期待する暮らしの

あり方の把握
② 藤沢市のまちの魅力と都市として望む将

来像の把握

【ねらい】
① 各種で行った会議やアンケート調査等で

得られた意見の把握
② 次世代の大人となる今の子どもたちが将

来のまちに期待する気持ちを把握
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⚫ 令和5年度・６年度に、都市マスタープランの改定にあたってのアンケートと各地区での意見交換会を実施し、次
に示すような課題やまちづくりへの意向を把握しています。

北部・西部：御所見・遠藤・湘南大庭

沿岸部：辻堂・鵠沼・片瀬

（１）市民等の意見の把握について

人口

土地利用

水・緑

道路･交通

災害

郷土づくり推進会議
（令和5年度・６年度）

・若い人々が魅力や住むメリットを感じてもらえるような
取り組みを

・働ける場所が少ない

・農家の後継者不足、農地の宅地化や駐車場・資材置き場
の混在、農業支援や幹線道路周辺の規制緩和を

・買物不便や幼稚園不足など生活利便性の改善を

・宇津母持神社・大庭城址などの利活用やアクセス改善を
・均一な使い方ではなく公園の個性を出す取り組みを

・いずみ野線延伸の実現を

・遠藤の浸水対策と農地の保全を

人口

土地利用

水・緑

道路･交通

災害

・少子高齢化と一括りにせず地区特性の把握を

・商業地内のマンション化に対する景観や土地利用に関す
るビジョンを持つべき

・地域の拠点や避難場所となる公園・広場の整備・活用を

・JR南北の分断や駅周辺の渋滞解消を
・歩行者・自転車の安全な通行環境の整備を
・高齢者の移動支援を

・狭あい道路が多いことから、避難路や避難施設の確保、
耐震化、不燃化など防災まちづくりを
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⚫ 令和5年度に、都市マスタープランの改定にあたってのアンケートと各地区での意見交換会を実施し、次に示すよ
うな課題やまちづくりへの意向を把握しています。

小田急線沿線：長後・湘南台・六会・善行

東海道周辺：明治・藤沢・村岡

（１）市民等の意見の把握について

人口

土地利用

水・緑

道路･交通

災害

・高齢化が進むことで起こりうる行動範囲の狭小化を生じ
させにくくする取組を

・駅周辺の空き店舗対策、店舗の誘導など賑わいづくりを

・湘南台公園、石川丸山谷戸公園、日大の緑地、下土棚遊
水地の上部利用公園など、緑の地域資源の活用を

・線路や河川による東西の分断に対し移動しやすい環境を
・安心して歩行でき、自転車も利用しやすい道路空間の整
備を

・公園の整備だけでなく災害時に利用できる避難空間を

人口

土地利用

水・緑

道路･交通

災害

・AIを活用した分析も行っていくべき

・藤沢宿など歴史や文化を伝承するため官民連携の推進を

・気候変動に対応した道路などの被覆を

・渋滞の解消、歩行者・自転車の安全な通行環境の整備を
・高齢者の移動支援を
・地区や学区の分断に配慮した計画を

・宅地の細分化は防災面において考慮すべき課題である
・狭小道路に面した木造の建築には防火に対する制限を

郷土づくり推進会議
（令和5年度・６年度）



①調査の目的

⚫ 市民団体、公的団体、企業から市内でまちづ
くりの活動する組織について活動状況や課題、
今後の展望について聴取し、都市マスタープ
ランにおける連携によるまちづくりのあり方
の検討の参考とする。

②調査概要

1）調査方法：ヒアリング方式
2）調査時期：令和6年11月〜令和7年2月
3）主なヒアリング内容
①活動内容・メンバーについて
②活動上の課題について
③今後展開したい活動、まちづくりへのアイデア

③調査対象団体
区分 活動分野 名称

市民団体
（16）

環境保全、教育
藤沢グリーンスタッフの会
藤沢サンクチュアリ

観光 江の島・藤沢ガイドクラブ

教育・交流 湘南市民ワークショップ

都市づくり学習 ふじさわこどもまちづくり会議実行委員会

空き家活用
特定非営利活動法人すまいる
まちづくりハウスみろくじ協働プロジェクト
全国空き家アドバイザー協議会 神奈川県藤沢支部

健康 湘南ふじさわウオーキング協会

公園愛護・交流 辻堂の民

市民活動支援 藤沢市民活動推進機構

コミュニティ 長後フロンティアプロジェクト

福祉・生涯学習 アジアスマイル 湘籐

文化芸術 藤沢今昔・まちなかアート実行委員会

歴史文化・まちづくり
湘南藤沢文化ネットワーク
旧東海道藤沢宿まちそだて隊

公的団体
（2）

観光 藤沢市観光協会

産業振興 藤沢商工会議所

企業
（6）

交通 交通系企業2社

ライフライン ライフライン系企業2社

医療研究 医療研究系企業1社

まちづくり エリアマネジメント1社

（１）市民等の意見の把握について 団体ヒアリング
（令和6年度）
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活動・交流の場づくり
⚫ 市民や活動団体が気軽に使え、交流できる場を
⚫ 活動団体が一同に揃って出展・体験できる場を
⚫ 長い目で支援の仕組みを

情報共有・発信
⚫ まちづくり活動と関わる整備スケジュールなど情

報発信を
⚫ 活動やイベント等の情報発信の支援を

藤沢の個性を活かし人を育てるまちづくり
⚫ 転入者が多く、人を迎え入れる土壌がある藤沢市
⚫ 藤沢市のアイデンティティの共有・継承を
⚫ まちづくり活動につなげる前段階の、まちづくり教育

やまちづくりを考える経験、プロセスが大事
⚫ 市民との対話を通じて地域ごとの性格付けをしたうえ

で広域・長期的なグランドデザインを

③意見概要

資源活用と観光まちづくり
⚫ 大きな観光資源だけでなく市内に点在する歴史・文

化・自然資源の一体的な活用・ＰＲを
⚫ 藤沢で宿泊したくなるコンテンツを
⚫ 風情や賑わいのためにマンション化への対応を
⚫ 西北部の観光資源活用のための交通改善を
⚫ 地域の学校や商店会等とも連携して歴史・文化の紹

介を

環境・防災まちづくり
⚫ 子ども達が自然を学べる場、人と自然が共生する場

の創造を
⚫ 災害から守る街づくりを（避難所のみではなく）
⚫ カーボンニュートラルや被災後まちづくりで連携を

住宅地のまちづくり
⚫ 高齢者が孤立せず地域で生活できるようラストワン

マイルの移動支援を
⚫ 空き家の諸事情や地域性をみて、住まいのマッチン

グや多様な活用を（働く場や地域の魅力発信等）

ブランド
資源活用

住まい
安全

場と
情報

（１）市民等の意見の把握について 団体ヒアリング
（令和6年度）
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①開催目的
⚫ 活動団体、企業など市内のまちづくりに関係する方や

公募の市民の参加により、都市マスタープランに描く
べきビジョンや取組の意向について把握する。

① 市民等が「共有」できる「将来」（ビジョン）検
討のためのキーワード抽出

② 市民等が望む取組イメージの抽出（取組と連携・
支援の体制・プロセス検討への活用）

②開催概要
日時：２月12日（水）18時〜20時半
場所：藤沢市役所本庁舎会議室
参加者数：41名
検討テーマ
１）選ばれるまちってどんなまち
２）活動や交流の舞台になるまちってどんなまち
３）各地域の長所や推したい特徴を考えよう

検討方法：全参加者が3つのテーマについて話をする
「ワールドカフェ方式」にて実施

③参加者属性

活動団体：20名
公的団体：6名
企業：4名
公募参加者：11名

（１）市民等の意見の把握について ブレスト会議
（令和6年度）



14

Ⅰ.選ばれるまち Ⅱ.活動や交流の舞台になるまち Ⅲ.各地域の長所や推したい特徴

藤沢ブランドの確立
⚫ 知名度や環境、遊びなどブランド

化されているもの多くあり
⚫ 「ひと」の良さ、コミュニティも

重要な要素に

魅力的な地域社会
⚫ 子育てや教育、サービス等も良さ
⚫ 多様なライフスタイルの実現

働き方や経済・にぎわい
⚫ 働く場の多さ、起業、研究機関等

の多様性
⚫ 駅前の賑わいや観光振興

藤沢との出会い方
⚫ 魅力的なイベントの開催と藤沢

ファンの醸成
⚫ 空き家を活用した魅力的なスポッ

トの多さ

多様な場がバランス良くある
⚫ 何気ない小さな空間、目的を問

わないフラットな空間、アク
ティブな空間の必要性

活動や交流、学びの目指すもの
⚫ 住民が街を好きになる
⚫ 世代問わず楽しめる
⚫ 子どもが地域に開かれる
⚫ 互いに学びを得ることができる

活動と交流の舞台になるために
⚫ 若者の参画促進
⚫ 現状の資源を活かした場づくり
⚫ 利用の仕方の寛容性
⚫ 情報発信の工夫

どんな「ひと」と「まち」が必要か
⚫ 理解のある、責任感のある、繋

がりのあるひと
⚫ 新しいアクションが常に生まれ

ている

推したい長所や特徴
⚫ 市全域で歴史・文化芸術・教育、

自然、産業・観光各分野で多数
の特徴（資源）が抽出

⚫ 広域アクセス、生活も趣味も仕
事も充実できる環境の存在

魅力としての「ひと」
⚫ 新旧住民の共存、地区毎の個性

と活動の多さ
⚫ 他人を受け入れる人の多さ

人口減少時代を見据えた考え方
⚫ 魅力を活かして住み、働く人を

増やす
⚫ 空き家を活かし負の財産から正

の財産に（学び、居住、交流の
場に）

⚫ 地域の資源を活かし子ども達が
地域を学ぶ次世代の育成の場に

④意見概要

（１）市民等の意見の把握について ブレスト会議
（令和6年度）
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将来都市像（ビジョン）
将来都市構造

地区別構想（地区プラン）

全体構想（全体プラン）

1）調査目的
• 都市マスタープラン改定にあたり広く
市民意見を収集する

2）調査対象
• 市内在住の15歳以上の方3,000名
• 抽出に当たっては、居住地区・年齢に
偏りが出ないよう配慮

3）調査方法
• 配布方法：
アンケートを依頼する
チラシを郵送で送付

• 回答方法：
Web上での回答

4）調査実施期間
• 2/12（金）

〜2/28（金）

5）回収数
⚫ 734件
⚫ 24.5％

①実施概要
⚫ アンケートの設問

区分 各問を聞く意味／狙い

問１
回答者のふだんの暮
らしの行動

・通勤・通学先、買物の場所、
休日の外出先等の把握

問２

回答者の住むまちの
魅力、望む暮らしの
あり方
（各項目 4 段階評
価）

・回答者が感じる地域の魅力
と、望む暮らしのあり方
（ライフスタイル）の把握

問３

藤沢のまちの魅力と
将来のあり方
（各項目 4 段階評
価）

・藤沢市全体の現在の魅力と、
目指すべき都市像に対する
考え方を把握

問４
回答者自身について
（フェイスシート）

・性別、年代、職業、住所
（町名・字名まで）、居住
地区

問５自由記述
・自由意見、まちをよりよく
するためのアイデア等

アンケート依頼チラシ

（１）市民等の意見の把握について 市民アンケート
（令和6年度）
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藤沢市の魅力はどんなところにあると思い
ますか。

これから藤沢市が目指すまちのあり方とし
て、何が重要と考えますか。

• 「災害に強い」
• 「みどりが充実」
• 「住宅地・商業地の充実」
• 「市民・コミュニティ活動のしやすさ」
などを重視する意見が多かった

自分の住むまちの魅力はどんなところだと思
いますか。

自分の住むまちでこれからどんな暮らしをし
ていきたいと思いますか。

• 「気候が穏やか」
• 「都心に通いやすい」
• 「自然が豊か」
など現状の暮らしやすさが評価されている

• 「みどりが豊か」「静かな環境」など良好な住環
境を評価する意見が多い

• 商業環境については地区により評価が分かれる

• 「静かな環境」「健康づくりのための環境」「屋
外の居心地の良い場所」など自然、健康を志向す
る意見が多い

②結果抜粋

自分の住むまち（自宅から徒歩圏）について 藤沢市のまち全体について

市民アンケート
（令和6年度）
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藤沢市のまちづくりに関する自由意見（抜粋）

• 住みやすさ
• 全般として住みやすく、今後も住み続けたい
• 緑が多く、快適に過ごせる
• 鉄道網が充実して移動しやすい

• 道路、交通
• 慢性的に渋滞している箇所を解消してほしい
• 歩道が狭いため歩きにくい箇所がある
• バス便が少なく困っている
• 駅周辺等の駐輪場が不足している

• 防災、防犯
• 水害、地震、津波など、防災対策を強化して
ほしい

• 商業、観光
• 市北部の利便性を高め、活性化してほしい
• 観光資源を生かしつつ、周辺住環境等との調
整も適切に行ってほしい

• その他
• 子育て環境、教育環境を充実させてほしい
• 美術館、博物館など文化的な施設を充実させ
てほしい

• 静かな環境、自然の豊かさ、気候、鉄道網の充実
による通勤のしやすさなど現状の住み心地の良さ
を多くの人が評価している

• 今後は良好な住環境を維持しつつ、利便性の向上、
防災性の向上、コミュニティ活動の充実が求めら
れている

• 自由意見からの課題指摘として、駅周辺の交通渋
滞、バス便など地区内交通の充実などの交通対策、
市北部の利便性強化を求める意見等がみられる

• その他、観光については、観光資源の充実を評価
する一方で、周辺住環境等とのバランスを図るこ
とも求められている

③まとめ

自由意見

（１）市民等の意見の把握について

②結果抜粋

市民アンケート
（令和6年度）
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（１）市民等の意見の把握について

⚫ アンケート調査の自由記述のとりまとめの一例

・湘南台駅周辺及び辻堂駅周辺においてまちづくり関するアンケートを実施し、駅周辺の居
住者や駅の利用者の意向を把握

・高校の総合的な学習の授業での取り組みに協力し、発表会に参加

・大学生が主体となって小学生を対象に地域のまちづくり学習を行う”ふじさわこどもまち
づくり会議”に参加し、運営者及び参加者の意見を聴取

そのほか
（令和5年度・6年度）

ふじさわこどもまちづくり会議
こどもまちづくりワークショップ（毎年開催）の様子

出典：ふじさわこどもまちづくり会議ＨＰ

など



２．市民等の意見について

（１）市民等の意見の把握について
・郷土づくり推進会議
・団体ヒアリング
・ブレスト会議
・市民アンケート
・そのほか

（２）市民等の意見を踏まえた前提の整理



20

⚫ これまでの市民参加による意見を集約し、都市の視点から①身近な地域社会の視点と都市全体の視点、②まち
を使っていく視点とまちの基盤をつくっていく視点、の２軸で整理すると下記のようになりました。

藤沢の文化
• 自然（海、水、緑）、歴史、生活、街並みなど

の多彩な資源で形成される文化がある
• 人、組織も大きな資源でこれを磨き、活かした

い

「ひと」と繋がり
• ひとが良く、寛容性がある
• 人や組織が繋がることで、何か新し

いことが起きると良い

暮らし/ライフスタイル
• 人生を楽しめる多様なライフスタ

イルがある
• ウォーキングやスポーツなど環境

を背景にした暮らしを楽しむ
• 今ある身近な暮らしやすさをより

高めたい

安全確保

• 災害対策や道路交通安全対策が必
要

• 子どもを通じた安全学習が必要

産業/経済
• 既存の産業の保護と育成に加え、

新たな産業の創造、起業などを促
したい

• 観光が全市的に広がると良い

都市の拠点
• 都市の拠点や地域の拠点は交流・創発のため機会が数多くあってほしい
• 今ある資源を生かしたて新たな場づくりをしたい

移動と交通
• 広域的な交通利便性は良い
• 地域内での身近な移動を充実させ

たい
• 地域内の安全な歩行環境を確保し

たい

情報共有/発信
• 公的なまちづくりの情報を充実させたい
• 市民活動間の情報共有とネットワークの強化、活動効果の向上を目指したい

（２）市民等の意見を踏まえた前提の整理

都
市
全
体
の
視
点

身
近
な
地
域
社
会
の
視
点

従来都市マスが
主に担ってきた分野

まちの基盤をつくっていく視点

まちを使っていく視点

• 活動や交流のための身近な場、多様な性格の場
がほしい

• 子ども、若者、高齢者、外国人など多様な人が
共存できる地域がよい

• 支えや学び、交流の場としてのコミュニティが
必要

コミュニティ/居場所/活動場所
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⚫ これまでの市民参加による意見をAIにより集約し、共起ネットワーク図（頻出単語や文章中の単語同士のつな
がりを図式化したもの）で整理すると下記のようになりました。

（２）市民等の意見を踏まえた前提の整理

（参考）


